
サイトウ・キネン ･ フェスティバル松本
あがた JAZZ コンサート　②

本田雅人さん率いる B.B.Station によるビッグ・バンド・ジャズのコンサート。スペシャルゲストにジャズ
ギタリストの渡辺香津美さんを迎えて、華やかに軽やかに、熱い演奏が繰り広げられました。

▲メインコンソールの DiGiCo“SD7”

■ あがた JAZZ コンサート
世界的な指揮者、小澤征爾氏が総監督を勤める音楽祭「サ
イトウ ･ キネン ･ フェスティバル松本」。今年で 20 回を
迎え、本格的なオーケストラコンサート ･ オペラ ･ バレエ
などが、8 月の一ヶ月間毎日のように繰り広げられます。
本年は新たな試みとして、国の重要文化財に指定されてい
るあがたの森文化会館講堂で JAZZ コンサートが企画さ
れました。「あがた JAZZ コンサート」と銘打たれ、当日
は満場の 350 人がすばらしい演奏に引き込まれました。

■ DiGiCo の 2 台のコンソールが現場の利
便性を向上。JBLの小型VerTecも活躍。

メインコンソールは松本文化会館に納められた DiGiCo
“SD7”を持ち込み、モニターコンソールに新製品の
DiGiCo“SD10”を提供。SD7 と SD10、入出力拡
張用の SD-Rack をオプチカルケーブルでループ状につ
ないでリダンダント機能を強化しつつ、56in/56out の
SD-Rack1 台で 2 台のコンソールを共有できるシステ
ムを構築しました。リハーサル当日に出力の回線が増え
ても十分に対応可能なうえ、狭い会場で機材が占める面
積と引き回すケーブルの本数を大幅に減少。セットアッ
プの時間も削減することができました。また、メインが
ヘッドアンプゲインを上げるとモニターのヘッドアンプ
ゲインが自動的に下がるゲイントラッキング機能を使っ
て、ステージ内の音量を一定に保持。メインとモニター
のオペレーター間でのやり取りをなくし、不要なハウリ
ングを防いでいます。どちらのコンソールも 96kHz の
高解像度で処理を行っており、録音機材を接続すれば、
ハイグレードなレコーディングも可能になります。
メインスピーカーは、JBL PROFESSIONAL のライン
アレイスピーカーで 3WAY フルレンジの“VT4886”
とサブウーファーの“VT4883”。メインコンソールを
担当した松本文化会館の高橋さんは、「狭い空間の中で、
大音量で鳴らしていてもストレスなく楽に使えました。
6/3 で組んでいましたが、6/2 で本番をこなしました
し、正直 4/2 でも十分だったと思います。どの帯域に
も余裕があり、安心できました。指向性も正確で狙った
ところに届いていましたし、あのコンパクトなサイズで
飛びもいい。上はきっちり伸びているし、下も十分に出
ていました。スタッキングも楽でしたし、いろんなとこ
ろで使えそうです。」と語ってくださいました。

▼松本市あがたの森文化会館講堂
〒 390-0812 長野県松本市県 3-1-1
TEL : 0263-32-1812
http://www.city.matsumoto.nagano.jp/

日本有数の音楽祭で行われたコンサートに
ヒビノグループが取り扱う音響機器を数多く提供。

【主要な運用機材】
機材 デジタルミキシングコンソール
ブランド名 DiGiCo
製品名 メインコンソール

SD7
モニターコンソール

SD10

機材 スピーカーシステム
ブランド名 JBL PROFESSIONAL
製品名 メインスピーカー

VT4886、VT4883
モニタースピーカー

VRX915M、SRX712M、
MRX512M

機材 パワーアンプ
ブランド名 AMCRON
製品名 MA-9000i、MA-5000i

機材 シグナルプロセッサー
ブランド名 BSS Audio
製品名 BLU-160、FDS-366T

機材 マイクロホン
ブランド名 DPA Microphones
製品名 4099T、4099S、4099P、

4099D、3530A、4011A、
2011C

機材 ワイヤレスマイクロホンシステム
ブランド名 Shure
製品名 UHF-RMW Wireless

機材 マイクロホン
ブランド名 Shure
製品名 SM58SE、SM57LCE

【運用日】
2011 年 8 月 17 日

●お問い合わせ先
ヒビノ株式会社　ヒビノプロオーディオセールス Div.
ヒビノインターサウンド株式会社

TEL : 03-5783-3110 
TEL : 03-5783-3882

▲モニターコンソールの DiGiCo“SD10”

▲JBL PROFESSIONALの“VT4886”と“VT4883”

機材運用事例

F O H  O p e r a t o r ：Ryoji Takahashi（松本文化会館）
Monitor Operator：Hiroki Endo  (JUKE)
Stage Technician：Hajime Kubota (JUKE)


